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地域連携センターだより地域連携センターだより

『和泉市立総合医療センター地域医療連携推進の会 2024』 開催のご報告新 年 の ご 挨 拶

明けましておめでとうございます。
皆様には旧年中も格別のご厚情を賜り、篤く御礼申し上げます。本年が希望

と喜びに満ちた一年となりますよう心よりお祈り申し上げます。
さて、社会情勢に目を移してみますと、わが国を含む世界の主要国での政治

の不安定感、ウクライナやガザでの紛争など、今年世界がどのように変わってい
くのか予測が難しい困難な状況が続いています。一方で、昨年は大谷選手の活
躍やパリオリンピックでの日本選手の奮闘、特に私どもにとっては徳洲会体操
選手の活躍など、明るい話題も数多くありました。
医療現場に目を向ければ働き方改革や医師の偏在など、様々な課題が山積

しています。このような状況下において、当院は、地域の皆様に安心して医療を
提供できるよう、日々努力を重ねてまいりました。昨年より進めております病院増
築工事は着々と進行しており今夏には竣工予定です。完成の暁にはICU機能
や化学療法や透析の充実、救急医療や急性期医療の対応能力を向上させ、患
者さんにより迅速で質の高い医療を提供できる体制を整えてまいります。
私たちがミッションとして掲げています「泉州地域の皆さんの生命（いのち）と

健康を守るために最善最適な医療を提供します」という言葉を年頭を機に改め
て胸に刻み、職員一同、地域医療の充実に邁進するべく決意を新たにしている
ところです。
今後も引き続き地域の皆さまとの連携を一層強化し、健康と福祉の向上に

尽力してまいりますので、変わらぬご理解とご支援を賜りますようお願い申し上
げます。
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和泉市立総合医療センター総長 光冨 徹哉
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新年明けましておめでとうございます。

ご存じのとおり日本の人口は13年連続して減少し続けています。2024年の出生数は70万人を割り込むと想定され、少

子高齢化と人口減少の進行は生産年齢人口の減少に直結します。それにより今後労働力の不足、経済規模の縮小など様々

な社会的・経済的問題の深刻化が懸念されます。

労働集約型産業と言われる医療界では特に人材確保の困難さが際立つと予想されます。今後はより少ない職員数で効率

よく医療を行う、すなわち医療界におきましても労働生産性を向上させる必要性に迫られます。

その対策のためには、昨今よく話題になるICT・AI技術を駆使して業務改善・効率化が必須となります。

時代の変化にあわせて医療界も柔軟に変化していかざるを得ない状況です。当院もICT・AI技術を

駆使しながら、今後とも地域のヘルスケアの皆さまと協働して住民の皆さまの健康を守って参ります。

本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。



和泉市立総合医療センター 地域連携センター
月～金曜日 9：00～19：00まで
土 曜 日 9：00～13：00まで
（但し祝日・年末年始の休日は除く）

TEL: 0725-41-3150 （直通）

FAX: 0725-41-2513 (直通）

休診・代診については、ホームページ（休診案内）をご確認いただくか、

地域連携センターまでお問い合わせくださいますようお願い申し上げます。

1月の休診・代診について

地域連携センター
予約受付時間

第3回 難病医療連携推進研修会 開催のご報告

令和6年12月14日(土)、和泉市立総合医療センターの講堂に於いて、 『第3回 難病医療連携推進研修会』 

を開催いたしました。 31名の医師、歯科医師、病院看護師、訪問看護師、社会福祉士、介護支援専門員等の医

療・介護関係者の方々、院内職員16名、あわせて47名の方にご参加いただきました。お忙しい中ご参加くだ

さいました皆様に心より御礼申し上げます。

当日は、和泉市役所 危機管理部 危機管理課 係長 田中 喜人氏より 『大規模災害における和泉市の被害予

測について』 、脳神経内科 部長 上野 周一より 『難病患者の「自助」の取り組み』 についての講演、大阪府和泉

保健所 地域保健課 母子・難病・地域ケアチーム 主査 村山 美紀氏より 『災害時の電源確保に対する取り組み』 

についての情報提供を行いました。その後、“わたしたちに医療的ケアを必要とする難病患者さんの災害時の

困り事を教えてください！”というテーマでグループワークを行いました。

この会を通じて、地域の医療・介護関係者の方と病院間で難病患者さんの災害時の困りごとについて情報を

共有し、課題収集・整理を行い、今後の支援に繋げることができる

きっかけになったのではないかと思っております。今後も医療・介護

福祉関係者の皆さまと、難病患者の医療・介護のより良い連携強化

を目指し、患者様第一の医療を提供するために精進していく所存で

ございます。

至らない点があるかとは思いますが、今後ともご指導ご鞭撻のほど

宜しくお願い申し上げます。
グループワークの様子
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